
一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア認定薬剤師研修会 

「多併存疾患時代のポリファーマシー対策」 

「令和の時代の薬剤師に期待すること～医療・介護の

同時改定を踏まえ薬剤師に求められること～」 

   （2024年 7月 7日 日曜日）【午前】オンライン開催案内 

【一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会は日本医学会の第１０９分科会です。そして、プライマリ・ケア認定薬剤師

制度は公益社団法人薬剤師認定制度認証機構（CPC）から「特定領域」の認定制度としての認証（認証番号 P02）を取得いた

しております。】 

前半は家先生より、ポリファーマシーに関するこれまでのエビデンスと、家先生の研究から浮かび上

がった課題について紹介し、これからのポリファーマシー対策のあり方を共に考える時間です。 

後半は安川薬剤管理官より、令和 6年度診療報酬改定の概要や薬剤師をとりまく最近の状況を解説し

ていただき、また令和の時代の薬剤師に期待することを説明していただきます。 

今回は新型コロナウイルス感染症の拡大を考慮し、ZOOM を使ったオンライン研修会とさせて頂きま

す。 研修に参加するには、一人一台のインターネットに接続可能な PC（カメラとマイク付き）、タ

ブレットが必要 となります。 

（細則による必須領域： A,D ） 

要 項 

１ 主    催 一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア薬剤師認定制度委員会 

２ 研修期間 ２０２4年 7 月 7 日 （日） 【午前】 9:20～12:30 

３ 研修方法 

ZOOM を利用したオンラインでの研修会になります。お申し込みで入力したメールアドレ 

スに配信 URL を送付致しますので、開始時間になりましたら、その URL をクリックして

研修会にご参加ください。WS 終了後、グーグルフォームへのアンケートに当日中にご回

答く ださい。

４ 認定単位 薬剤師：2単位（認定薬剤師単位）、医師：3単位（更新のための単位） 

５ 受講資格 薬剤師、医師、歯科医師、看護師、医療職、医療関係者 

６ 定員 80名（スモールグループ形式／ブレイクアウトルーム使用） 

７ 受講申込 

締切り：2024年 6月21日（金）午後5時 

ホームページからの申込による先着順となり、定員になり次第締切ります。

電話、ファクシミリ、メールによる申込は受付けておりません。

８ 受講振込 申込書を受信後、順次ご入金方法についてご案内させていただきます。 

※ 指定期日内にお振込みの確認ができない方は、キャンセル扱いとなりますのでご留意願います。

９ 受講料 

（2日間） 

5,500円 但し、日本プライマリ・ケア連合会会員は 4,000円 

※ 受講料入金後のキャンセル又は欠席の場合、原則として受講料の返金はできません。

申込先：日本プライマリ・ケア連合学会事務局担当係 

プライマリ・ケア認定薬剤師研修会事務局 

〒550-0001 大阪府大阪市西区土佐堀 1-4-8 日栄ビル 703A 有限会社あゆみコーポレーション内 

TEL：06-6449-7760 FAX：06-6441-2055 jpca@a-youme.jp 



プログラム 
2024年 7月 7日（日曜日）                     

9：00～ 

 

受  付 

9：20～10：50 ① 「多併存疾患時代のポリファーマシー対策：ゲームチェンジャーは誰？」 

                                                         講師：家 研也                           

 

ポリファーマシーに対する問題意識はこの 10年ほどで広く普及した。しかし、どのような患者に

おいて、どのようなポリファーマシー対策を講じれば患者アウトカムの改善につながるのか、

依然として明確ではない。本講演ではポリファーマシーに関するこれまでのエビデンスと、演者

のこれまでの研究から浮かび上がった課題について紹介し、これからのポリファーマシー対策

のあり方を共に考える時間とする。 

 

（細則による必須領域：A,D ） 

 

10：50～11：00 

 

休憩 

11：00～12：30 ② 令和の時代の薬剤師に期待すること 

～医療・介護の同時改定を踏まえ薬剤師に求められること～ 

講師：安川 孝志   

 

令和 6 年度診療報酬改定は、診療報酬、介護報酬、障害福祉サービスのトリプル改定であ

り、改定内容は、薬局薬剤師、病院薬剤師にとって多岐にわたるものとなっている。 

また、医療DXの推進により、医療情報を活用する機会が今後ますます増加することになり、

薬剤師の業務も変化が求められていくが、今回の診療報酬改定では、マイナ保険証の利用促

進を含め、医療 DXを進めるための改定内容もあり、医療情報の効果的な活用も今後は意識し

ておく必要がある。 

本講演では、診療報酬改定の概要や薬剤師をとりまく最近の状況を解説し、令和の時代の

薬剤師に期待することを説明する。 

 

（細則による必須領域：A ） 

12：30～13：20 昼食 （各自でご持参ください) 

         20分以上の遅刻・早退は原則単位になりませんのでご注意ください。 

【講師紹介】 

  氏名 ： 家 研也 （医師） 

所属 ： 聖マリアンナ医科大学 総合診療内科 

氏名 ： 安川 孝志 （薬剤師） 

所属 ： 厚生労働省 保険局医療課 薬剤管理官 

 




